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研究成果の概要（和文）：本研究は以下のような成果を得た。①授業DBの構築では、授業事例を蓄積し、授業DBを構築
した。授業技法を50技法に分類し数分間のビデオ映像と解説を付加して、タブレット端末に実装した。②FD専門家（FD
er）の養成では、FD研修を実施できる専門的な知識を有する人材育成を行った。③授業DBの有効性の検証では、4名の
授業者を対象に、授業DBに蓄積された事例を利用して授業改善を試み、有効であることを確認した。④成果の共有では
、4回の研究成果発表会を開催し、他大学の研究者の興味関心を惹いた。さらに、授業DBは7台のタブレット端末に実装
して、白鴎大学の図書館に寄贈し、教職員に閲覧できるようにした。

研究成果の概要（英文）：The findings of this research are summarized as following.(1)We developed class 
video database consisting of fifty instructional tactics with few minute length, and installed into 
tablet terminal iPad.(2)We fostered two Faculty Developers who are experts in charge of faculty 
development jobs For four years, we picked up competencies requisites of Faculty Developer. (3)We 
verified Effectiveness of class video database on faculty’s improvement of class quality by comparing 
before and after classes by observing class video database.(4)Four workshop on Faculty Development were 
held including two international workshop, which encouraged interest and motivation of class improvement 
including faculties of other colleges and other department such as law and business. And seven tablets 
installed by class video database were provided in library of Hakuoh University.

研究分野： 社会科学

キーワード： FD　FD支援者　映像データベース　教育方法　授業改善

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）高等教育の質保証の問題は、国際的な
ガイドラインも提案されて、世界的なレベル
で大学関係者の大きな関心事になっている
（国立教育政策研究所、2009 年）。しかし、
大学の現場では、大学進学率の増大と共に多
様な学生が入学してきて、多くの大学で授業
のレベル維持に苦心していることが現状で
ある。トップダウンにポリシーを決めても、
授業という実践の場におけるボトムアップ
からの改善がなされなければ、現実の問題解
決にならない。この意味で、大学版の授業研
究の必要性が求められる。 
 
（２）我が国の小中学校における授業技術の
レベルの高さは、世界 16 カ国の授業をビデ
オ録画して、教師の授業行動を分析し比較し
た TIMSS 理科授業ビデオ研究（小倉、松原、
2006 年）で、よく知られている。日本の授
業研究（lesson study）は、北米などの海外
の研究者にも、専門用語として知られ、教育
学研究として位置づけられているが、本研究
の目的は、大学版授業研究を創設することで
あり、その研究を通して、ファカルティデベ
ロッパー（以下、FDer）を養成することであ
る。 
 
（３）より具体的には、大学授業データベー
スを構築して、FDer 養成の基盤となる個々
の授業の実践知を反映した知見を蓄積する
ことである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、大学版の授業研究を創設するこ

とを目指して、そのための授業データベース
（以下、授業 DB）を構築すること、授業者
へのインタビューなどを通して得られる実
践知を活用した、授業改善のコンサルテーシ
ョンができる FD 専門家（以下、FDer）を養
成することを、目的としている。そのために、
以下の課題を明らかにする。 
 
(1) 本研究が提案する TPACK 会議が、授業
改善についての実践知を共有する推進母体
になるか。 
 
(2) 実践知を蓄積した授業データベースが、
大学授業改善を目指す基盤となりうるか。 
 
(3) この研究を支援する FDer が、これらの
活動を通して、FD 専門家になりうるか。 
 
(4) 本研究で提案する DBR を基盤とする授
業デザイン法が、有効な方法になるか。 
 
３．研究の方法 
（１）大学版の授業デザインの方法論の確立
（平成 23 年度）授業に関する実践知を抽出
する方法として、DBR と TPACK 会議を融合し
た方法を、確立する。 

 
（２）授業 DB の構築と FDer の養成（平成 24
年度）授業の映像を含めた事例を多く蓄積し、
その業務に関わる専門性を有する FDer を養
成する。 
 
（３）授業 DB と FDer の有効性の検証（平成
25 年度）授業 DB を利用や FDer のアドバイス
による、教員の授業前後の変容を測定して、
効果検証する。 
 
（４）授業 DB の活用と FDer による研修プロ
グラムの開発（平成 26 年）授業 DB の活用法
と FDer による FD研修プログラムを開発して、
普及について検討する。 
 
４．研究成果 
（１）ＦＤ支援者の養成の研究 
始めに、ＦＤ支援者の活動を、以下のよう

に図で示すが、この図は同時に、本研究の枠
組みも表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 4 年間におけるＦＤ支援者の活動を通して、
その内観に基づく知見は、以下の通りである。 
① FD 支援者の特徴 
 まず、FD 支援者の特徴について確認する。
FD 支援者の立場は研究員であり、厳密には、
学生でも教員でも職員でもない。どの主体か
ら大学教育を見つめるかということに制約
を受けず、授業改善に収束される一つの視点
で、授業を茫と眺められる立場にある。そし
て蓄積されうる大学教育の知識は、自らの学
校での教育経験および、本研究の養成方法に
よる経験が基盤になる。 
 
② 授業撮影の効果 
授業撮影に伴う養成方法は、90 分間の講

義・授業（以下より、便宜上授業で統一する）
を 10 分の映像に編集することおよび、授業
内の教育技術（以下、技法と呼ぶ）の場面を
抽出し、授業者にインタビューを行う過程で
FD 支援者から FDer になるとされている。撮
影した授業は、18 人の教員、21 種類の科目、
86 コマである。 
 



③ 教員へのインタビューの効果 
②で得た実践知を、内省の範囲に留めず極

力確かなものとすることを目的として、撮影
にご協力いただいた何人かの授業者に、主に
技法に関するインタビューを行った。養成を
念頭に置くため、授業内の特徴的な技法を抽
出し、あらかじめ導入方法や効果などを明確
にした上で質問を行った。 
 
④ データベース化の効果 
上記の②、③で得られた実践知の集積は、

大学授業データベースとして構築された。サ
ンプルを図 2に示す。データベースは、実用
性が高い電子書籍形式で開発し、iPad へ実装
した。機能は、動画再生機能を備えているが、
その動画は 50 の技法の分類によって抽出さ
れた映像データを挿入し、実践知は言語化可
能な範囲で、記述した。 
 
 結論的には、授業者へのインタビュー、学
生へのアンケートは、実践知の信頼性を高め、
知見の広がりや深化が期待できる。データベ
ース化は、養成方法による成果を表現させ、
授業改善へ向けた道具となる。授業を横断的
に観察できるという特徴は、授業改善に用い
る実践的な視点において、教員による授業参
画の代理体験、一受講生として、加えて受講
生全体の意思表示の観察者なる学生の代理
体験を含意するため、複眼的な見方を有する
可能性が示唆される。 
これらは、授業改善へ向けて実用性の高い

技術であり、FDer への養成方法として妥当で
あると考えられる。 
 
（２）学士力を基にした学生の到達度の調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 表に示すような調査を実施した。その結果、
以下のような知見を得た。 
① 全体的に専門的な知識・理解・技能・表
現は、高い達成率を示している。 
 
② 汎用的能力・技能は、比較的低い達成率
を示している。 
 
③ 特に、グローバル社会における多様性に
ついての理解、外国語を用いたコミュニケー
ションスキル、分析などの数量的スキル、ICT
を用いた情報リテラシーなどは、目立って低
い値を示し、今後の課題と考えられる。 
 
④ 論理的思考力、問題解決力、自己管理力、
倫理観、社会的責任、生涯学習力、課題を解
決する能力など、社会で求められる規範意識
や態度・志向性および汎用的能力などは、平
均的な値を示している。 
 
⑤ 専攻・コース別では、英語教育専攻では、
コミュニケーション能力やグローバル社会
への理解などが優れ、心理学専攻では、論理
的思考力などが優れており、各専攻のカリキ
ュラムの特徴が表れている。 
 
 以上から、大学として、以下の課題に取り
組む必要が示唆された。 
① 教員養成を主とする専攻・コースや学生
に対しては、専門的な知識・理解・技能・表
現を学修させると共に、自己管理力、チーム
ワーク、倫理観、社会的責任、生涯学習力な
どがさらに求められる。このような能力を育
成するためのカリキュラムの改善や、指導法
が求められる。 
 
② 教員養成以外の進路、例えば公務員や一
般企業などを目指す専攻・コースや学生に対
しては、特に低い値である、グローバル社会
への理解、外国語を用いたコミュニケーショ
ンスキル、現象を分析する数量的スキル、情
報リテラシーなどを高めるためのカリキュ
ラムの改善や指導法が求められる。 
 
③ 教員養成および、それ以外の進路におい
て、求められる能力については、専門家や実
務家への調査などを行い、より正確な分析を
することが必要であろう。 
 
（３）大学授業改善の方法論と改善の知見 
 本研究では、大学の教職に関する科目であ
る「教育工学」と「教育方法論」に対象にし
て、その授業改善について報告している。通
常の授業を対象にして研究を進めることは、
実験計画法が適用できない状況なので、きわ
めて難しい。 
そこで、本研究では、Reeves らが提案して

いる Design Based Research と呼ばれる研究
方法を修正した方法を提案し、日常の授業を
評価し改善することを試みた。その結果、「教



育工学」では、重要事項の板書、動画や写真
などの教材、レポート提出などが有効であっ
た。また「教育方法論」では、確認ワークシ
ート、質問カード、ノートできる発表スライ
ド、理論的な内容、演示やシミュレーション
などの体験型教材などが、有効であった。 
この方法で得られる知見は、科目、学生、

講師、教室規模などに依存するが、共通に得
られる知見を蓄積すれば汎用的な知見にな
ることと、この方法論はどの授業でも適用可
能であることがわかった。 
 以下の表に、知見をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
但し、効果は、高から低にしたがって、 

＋＋ ＋ ±（状況に依存） － 

頻度は、多から少にしたがって、 

＋＋ ＋ － ――で示す 

 
本研究では、DBR と呼ばれる授業デザイン

法を、ある条件下で適用できる DBR 修正版を
提案し、その方法論を、２つの大学で実施し
た教職科目に適用した。その結果、両方の大
学で共通に見られる活動、異なる結果を示す
活動などを得ることができた。この意味で、
本DBR修正版は、日常の授業改善を行うには、
有効な方法論であると考えられる。なお、評
価の妥当性の検証については、今後の課題で
ある。 
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